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京
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奨
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研
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年
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月
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日
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で
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京
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学
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附
（
教
育
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部
）

京
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育
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学
助
教
授
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教
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教
授
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院
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兼
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・
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環
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／
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年
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環
境
学
研
究
科
副
研
究
科
長

な
ど
｛全
学
｝

京
都
大
学
評
議
員

京
都
大
学
経
営
協
議
会
委
員

京
都
大
学
財
務
委
員
会
委
員

京
都
大
学
企
画
委
員
会
委
員

京
都
大
学
研
究
組
織
改
革
専
門
委
員
会

な
ど

（第
l
部
会
）

所
属
学
会

関
西
哲
学
会
（
委
員
）

日
本
現
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績
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カ
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」
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（
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六
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彦
「
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学
哲
学
者
柏
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達
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の
多
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な
夏

i
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て

ホ
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」
（
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迷
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八
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八
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1
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年
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恭
彦
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l
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理
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批
判
」
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読
む
』
（
岩
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代
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書
、
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一
七
年
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富
田
恭
彦
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岩
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命

2
「
因
果
律
と
目
的
論
」
一
一
一
一
一

1
一
五
二
貝
）
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山
高
苛
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小
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侃
・
野
家
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一
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編
「
知
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理
論
の
現
在
」
（
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惣
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、
一
九
八
七
年
、
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所
］
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の
地
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語

l
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念
図
式
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め
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っ
て
」
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史
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性
」
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八
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年
、
［
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〕
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哲
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と
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七
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分
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」
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山
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司
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佐
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家
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一
一
編
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波
誠
康
現
代
思
想
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的
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回
』
（
岩
波
書
店
、
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三
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、
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］
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史
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近
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］
第
4
章
形
而
上
学
解
体
の
動
き
（
l
）
l
「
ロ
ッ
ク
」

八
九
1
九
四
頁
）

竹
市
明
弘
・
金
田
菅
編
「
久
野
昭
教
授
還
暦
記
念
哲
学
論
文
集
」

（
以
文
社
、
一
九
九
五
年
、
〔
担
当
箇
所
〕
「
観
念
形
成
に
お
け
る

自
由
と
創
造
性
｜
｜
ロ

ッ
ク
の
観
念
説
再
解
釈
に
向
け
て
の
一
つ

の
試
み
」
四
七
i
六
八
頁
）

四
日
谷
敬
子
・
内
藤
道
雄
編

2 3 4 5 6 7 8 

「
形
象
と
一
一
一
一
口
語
ー
ー
そ
の
哲
学
的
背

景
と
課
題
」
（
世
界
思
想
社
、

一
九
九
七
年
、
［
担
当
箇
所
］

I
一一一一口語

l

「
言
語
論
的
転
回
再
点
？
ー
ー
祭
り
の
あ
と
で
」

一
人

l
五
二
頁
）

9 

（

AWι
∞
－y
hミ吋。
L

明
弘
mw旬

、
ミ
芯
込
ミ
言
、
・え
な
号
室
芯
句～旬
、
乱
。
旬
、
ぜ
て
2
・hH
ミ
ミ
マ
ロ
ミ
句
」
．
ミ
ミ
ど
ミ
弘
吉

N
h
h
Eと
も
雪
む
き
な
．
ミ
ミ
ミ
（
者
C
M
・N
σ
C
『∞
一
開『加
o
p
H
C
U
∞）W
3・
8
1
ω
p

．〉
己
ナ
声
。
一
忠
一
三
回
ヨ
Z
M
C
コ
己
ヨ
め
ロ
∞
。
一
ニ
5
y
o
穴弓丘一〈古川伊丹

σ
2
ロ。
2mw

－a

o
m
w
i
n】出。コ・

ベm
w
a
s
z
c
m
知名
P
玄古一戸何回。一円
kmwNmw
『一
p
g
ι

。Eι。
m
m
M
官
官
。
（

am・）U

L

宮町内、．
h
n

ミ
言
、
え
な
～
u
E守
旬
。
も
E
AW
Nミ
弘
、
p
b．ミ。ミ町、叫
C
守
句
ぽ
言
」
ぬ
も
む
ミ
～

切
ミ
守
A
向。
N
N
h
ミ

C
2
3．R崎
町
、
ば

R
M
b
s
・
G
ミ
ミ
N
S
H
F九
お
そ
A

川崎

（玄
C
コの
y
o
コ一

｛

c
a

－2
5
L
S∞）咽3
・
5ω
ー
口
？
イ
o
一53
0コ
〈

リ

E
g
g
－SωmgJ

野
家
啓

一・

村
間
純
一

・
伊
藤
邦
武

・
中
岡
成
文
・
内
山
勝
利
・

清
水
哲
郎
・

川
本
隆
史

・
井
上
達
夫
編
「
岩
波
新

・
哲
学
講
義

3
知
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、

［
担
当

箇
所
〕

E

セ
ミ
ナ
ー

2
「
言
語
論
的
転
回
と
近
代
観
念
説
」

九
九
1
一
二
四
百（）

有
福
孝
岳
編
認
識
と
情
報
｜
｜
リ
レ
！
講
義
録
総
合
人
間
学

を
求
め
て
①
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
九
年
、
［
担
当

箇
所
］
〔
第
7
講
〕
「
観
察
と
理
解
｜
｜
科
学
哲
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
一
七
九
i
一
九
七
頁
）

竹
市
明
弘
・
渡
辺
雄
三

・
早
川
勇
編
『
心
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
｜
｜
精
神
環
境
の
探
求
」

（動
草
書
房
、

一
九
九
九
年
、
［
担
当

簡
所
〕

E
精
神
環
境
の
基
礎
知
識
と
考
え
方
合
一
一
一口
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
》
一
一
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

c

〉『コ
O
田
川
戸
「

C
N
N↑

ω
コハ］〉
F
C
Z
O
『
。
叶
何
回
一
ハ
立
の
主

10 11 12 13 

翻



183 

訳
と
異
文
化
理
解
｜
｜
異
文
化
理
解
の
基
礎
と
な
る
好
意
の
原

理
」
一
五
九
1
二
ハ
六
頁
）

14 

∞百円
V
2
2
0内定一ハ『
O加
o
p
」

o
Z
∞の一
dC凶
門

O
F
g
a
－－。一
5
∞
三
円
。
ロ

（包∞－

y

b
g
n
s・R
旬
、
～
く
ミ
ミ
・
ミ
可
芝
守
話
、
守

（戸
。
コ
己
O
コ
一
問
。
ロ
己
a
m
p
N
C
C
C）U

2
u・印
R
Ue－印、
1

…ω一．
cmw仰のお『門店
wu戸。
n－a
w
m凶
コ
己
主
ロ
可
0
2
m
o
h凶一一∞
5
5．

石
黒
武
彦
編
吋
科
学
と
人
文
系
文
化
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
（
萌
書
房
、

二
O
O
八
年
、
［
担
当
箇
所
〕
第
3
章
「
全
体
論
・
総
議
・
創
造

性
l
｜
』
科
学
／
そ
の
し
な
や
か
な
る
が
ゆ
え
に
強
靭
な
」

六
七
頁
）

15 

四
三
1

16 

∞
ω
3
2
z
c
ロ
O
ロ
何
回
三
｝
MmE一∞の一
d
c
c
g
gコ
（ぬ
込山－

y
～町、
Nhhhnh
ミ叫

h
。
え
mw－－

h
cミ
・
の
ぬ
句
、
ハ
リ
ミ
ミ
尽
き
、
。
、
．
G
ミ
号
、

hHミ
h
h
h川
MWhNG、
（
口
。
え
お
の
｝
d同
一
∞
刀
ユ
コ
明
。
『
w

N
O
O∞
）W
｝U
3
・
NOHlNU1m＼
「
。
の
片
山
w．∞
J
d
E
M
W凹
4
4
d
e
d∞巳〈
OM－－
ωコ
己
穴
ωコペ∞

＝
叶
主
コ
明
日

S
吋
205mmw一〈
O
M
．一叶
2
0
Z
E
C『ω
一
広
亡
の
切
mwM↑
M
O司
、「
E
コ’

17 

∞n
oコ己
0
2巳
E

g
一一∞ヨ
J

飯
田
経
・
伊
藤
邦
武
・
井
上
達
夫
・
川
本
隆
史

・
熊
野
純
彦
・
篠

原
資
明
・
清
水
哲
郎
・
末
木
文
紘
一
人
士
・
中
間
成
文
・
中
畑
正
志
・

野
家
啓
一
・
村
出
純

一
一
編
吋
岩
波
講
座
哲
学
第
凶
巻
哲
学
史
の

哲
学
』
（
岩
波
警
店
、
二
O
O九
年
、
［
担
当
節
所
〕

E
哲
学
史

を
読
み
夜
す

2
「
認
識
論
史
の
終
駕
」
一
七
一

1
一
九
五
頁
）

∞・ム
・
∞岱〈
O
三
5
’
5
・O
H
F
｝

v
m
C
一
r
y
c
c
『ヨ
g
u
き
仏
』
o

g
円一d
g

t
そ
巳
ヨ
∞
一
ミ
（
怠
∞
－
Y
M
3宮
内
。
ミ
凡
さ
と
ご
と
む
ミ
H
h
M
S
Eミ
さ

h
o
n
t

（「
。
コ
仏
。
ロ

ωコ円四

Z
mげ
さ
〈
O
『
庁
内
。
コ
5
4
c
cヨ
ψ
N
O
H
CY
勺刀・

H
U
H－
HCω
一

18 19 

．z
g
d
g「
g
a
E出
E
q．－

同

NmHコ
丘
町
凶
＝
問
・
〉
c
v
C
2
m
E
門－

rnut宅一回目
ω
斗
宅
一
コ

ZmwYHd
（内込山・）
W

日
3
』芯

可
～
ミ
。
hRM』u
pて応、．
b
討
』
言
、
．
ぇ
泊
。
、
守
（
（
リ
一
己
の
m
m
o
m凶円丘一「
ω
∞
mwzo一
O
℃

mW3

の
0
5．f
N
O
H
（））
u
唱力・

NCω
ー

ω
c
c
一．
0
0
〈－
a
m
o
コ
g
m
o
ユ
可
〉
コ
Z
g

B
－u「g
g
s
z
oコ
mw一一回
5
2
a
c
d
o
r
o
m一。。「
5
0
玄
。
品
。
『
コ
吋
『
話
。
「
V1041

仏両出∞．血

論
文

（
単
著
）

一
口
出
回
恭
彦
「
知
覚
表
象
説
と
分
節
音
l
l
tロ

問
題
か
ら
」

「叡
山
内
学
院
研
究
紀
要
」
第
二
号
、

八
七
j
九
人
質

一
口
出
回
恭
彦
「
「
対
象
」
の
問
題
｜
｜
ブ
レ
！
ゲ
の
見
解
を
め
ぐ
っ
て
」

「
哲
学
論
議
」
（
京
都
大
学
哲
学
論
叢
刊
行
会
編
）
、
第

7
号
、

一
九
八
O
年
、
三
三
1
四
一
一
貝

富
田
恭
彦
「
フ
ッ
サ
i
ル
研
究
（
l
）
学
問
・
学
問
論
・
純
粋
論

理
学
」
「
叙
山
祭
院
研
究
紀
一安
」
第
3
号
、

一
九
八

O
年
、
六
六

1
七
五
頁

富
田
恭
彦

「
ロ
ッ
ク
の
単
純
観
念
の
あ
る
統

一
的
性
格
」

安
易
ζ

（
日
本
哲
学
会
編
）
第
二
二

号、

一
九
八
一
年
、
一

三
五
1

一
四
三
頁

一問問
旧
恭
彦
「
サ
l
ル
哲
学
の
そ
の
後
｜
｜
精
神
哲
学
に
よ
る
言
語

哲
学
の
基
礎
づ
け
」
「
理
想
」
第
五
九

O
号
、
一
九
八

二
年
、

四
九
1
六
五
頁

一口問問
恭
彦
「
凶
寸
純
観
念
と
抽
象
1

1
ロ
ッ
ク
の
「
観
念
の
道
」
の

一
問
題
」

百
円
小
都
教
育
大
学
紀
要
｝
∞号・〉

wz。・
8
一
九
八
三
年、

五
九
1
七
O
頁

一口岡田
恭
彦
「
リ
チ
ャ
l
ド
・
ロ
l
テ
イ

代
思
想
」
第
一
泊
巻
第
四
号
、

ツ
ク
の
一
言
語
説
の
諸

一
し
二

L
F
、

一J
j
I
可

寸

ノ
／
よ

2 3 4 5 6 7 

「
哲
学
と
自
然
の
鏡
」」「
現

一
三
八
1
一
四
三

一
九
八
六
年
、



184 

8 

育ハ富
田
恭
彦
「
基
礎
づ
け
か
述
帯
か
｜
｜
ア
！
ペ
ル
に
対
す
る
ロ
l

テ
ィ
擁
護
の
試
み
」

『
思
想
』
第
七
四
三
号
、
一
九
八
六
年
、

二
九
1
四
四
頁

富
田
恭
彦
「
悲
観

・
詩
嚢
・
自
己
形
成
｜
｜
西
洋
の
「
対
話
」
の

ロ
i
テ
ィ
思
想
に
お
け
る
一
つ
の
帰
結
」
『
理
想
」
第
六
三
四
号
、

一
九
八
七
年
、

一ニ
五
i
四
四
頁

冨
田
恭
彦
「
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
経
験
的
対
象
と
物
自
体
｜
｜
「
知

覚
の
ヴ
ェ
ー
ル
説
」
的
ロ
ッ
ク
解
釈
に
対
す
る
批
判
の
試
み
」
「
思

想
』
第
七
八
七
号
、
一
九
九
O
年
、
一

O
一
1
一
一
ム
ハ
頁

一
品
目
恭
彦
「
自
然
種
名
と
二
種
類
の
本
質
i
lロ
ッ
ク
と
「
新
し

い
指
示
理
論
」
」
『
人
文
」
（
京
都
大
学
教
養
部
編
）
第
三
六
集
、

一
九
九
O
年
、
一

j
二
七
頁

富
田
恭
彦
「
整
合
主
義
的
創
造
活
動
と
し
て
の
哲
学
｜
｜
分
析
哲

学
の
将
来
に
寄
せ
て
」
『
科
学
哲
学
」
（
日
本
科
学
哲
学
会
編
）
第

二
三
号
、
一
九
九
O
年
、
一

1
九
頁

富
田
恭
彦
「
皮
相
対
主
義
の
一
つ
の
か
た
ち

lllデ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ

ン
の
解
釈
説
が
示
唆
す
る
も
の
」
「
倫
理
学
研
究
同
（
関
西
倫
理
学

会
編
）
第
二
一
集
、
一
九
九
一
年
、
七
四
1
八
四
頁

〈
g
c
Z
F
S
斗。
E
E
M
Y
．
〉
芝
MO口
。
ョ
。
コ
o一。∞一の巳

E
Z号
『
ぬ
宮
内
芯
コ

O
ご
0
2コ

「。。
F円。．切り一∞丘四
M
2
5
2
σ
m
w門委
00コ
∞
ODm

－σ－om
w
D
a
Z
R一一一色
σ一0
5
0
m
M
V

3
s
sミ
g
o
E向
付
ミ
な
さ
む
Y
－
目
白
（

H
S
N）

W
3・
m
l
N吋・

官岡
田
恭
彦
「
分
析
性
・
規
約

・
全
体
論

l
i最
近
の
資
料
に
見
る

ク
ワ
イ
ン
と
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
初
期
の
関
係
」
『
人
文
」
（
京
都
大
学

教
養
部
編
）
第
三
九
集
、
一
九
九
三
年
、
一

1
一
六
頁

9 10 11 12 13 14 15 

16 

富
田
恭
彦
「
反
表
象
主
義
と
自
己
形
成
｜
｜
分
析
哲
学
の
伝
統
が

示
唆
す
る
も
の
」「
理
想
い
第
六
五

一
号、

一
九
九
三
年
、
四
八

j
五
七
頁

一回岡
田
恭
彦
「
根
本
的
翻
訳
と
根
本
的
解
釈
｜
｜
解
釈
学
の
も
う

一

つ
の
系
識
か
ら
」

「現
象
学
年
報
」
（
日
本
現
象
学
会
編
）
第
九
号
、

一
九
九
三
年
、
六
五
1
七
九
一貝

富
田
恭
彦
「
経
験
論
の
再
検
討
ー
ー
そ
の
自
然
主
義
的
枠
組
み
を

め
ぐ
っ
て
」
『
ア
ル
ケ

l
」
（
関
西
哲
学
会
編
）
第
二
号、

一
九
九
四
年
、
二
ニ
七
i
一
四
五
頁

一回
岡
田
恭
彦
「
千
角
形
と
千
面
体

l
iロ
ッ
ク
解
釈
の
練
習
問
題
一
」

『
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
紀
要
』
第
一
巻
、

一
九
九
四
年
、
一

i
一
一
頁

富
田
恭
彦
「
超
越
論
哲
学
と
分
析
哲
学
l
｜
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
的

反
表
象
主
義
と
近
代
観
念
説
の
論
理
」
「
哲
m
芝
（
日
本
哲
学
会
編
）

第
四
五
号
、
一
九
九
五
年
、
四
七
j
五
九
頁

富
田
恭
彦
「
「
観
念
」
の
論
理
再
考
｜
｜
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
形

而
上
学
と
自
然
学
と
の
問
」
吋
人
間
存
在
論
』
第

一
号
、

一
九
九
五
年
、
一

一
一
1
一
一
二
頁

富
田
恭
彦
「
心
像
論
的
ロ
ッ
ク
解
釈
再
考
｜
｜
エ
ア
l
ズ
に
答
え

て
」
「
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
紀
要
』
第
二
巻
、
一
九
九
五
年
、

一二
一ニ
i
四
四
頁

富
田
恭
彦
「
一言
語
論
的
観
念
論
と
近
代
認
識
論
l
l
l
ロ
l
テ
イ

・

ク
ワ
イ
ン
・
エ
ア
i
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ロ
ッ
ク
」
「
人
間
存
在
論
」

第
二
号
、
一
九
九
六
年
、
八
一

1
九
O
頁

〈
mgcyFro
叶。
E
E
m
y
4
y
m
w
円

gmwm一2
Z
Z『胃
2
2
5コ。｛
1
F
0
0
5

17 18 19 20 21 22 23 24 



Revisited: A
 R
e
p
l
y
 to Ayers', L

o
c
k
e
 Newsletter, 2

7
 (
1
9
9
6
)
,
 

pp. 13-30. 

~
 
unfii
EE
巣
地
「
T
冊
子
κ
鑓
祭
緩
ょ
j塁
手
ピ
ト
ス
＝
＇
-R
静
香
ト
J
f域
協

~
<
Q
O
~
長
え
寝
室
ぽ
足
感

.I
溶

1
§;J
nγ
 
l
 －民
兵
与
J
与
す
’
同
与
J....-

4く
〈
｝抵

お
Yasuhiko

Tomida, 'Quinean Naturalism a
n
d
 M
o
d
e
r
n
 History 

o
f
 Philosophy', A

n
n
a
l
s
 o
f
 the J
a
pα
n
 A
幻
ociation
f
o
r
 Phi-

losophy o
f
 Science, 9, 

no. 3
 (1
9
9
8)
,
 pp. 2
7-
34. 

お
ijuSEE
巣
過
「
ロ
ト
れ
な
「
窓
や
J
e
糧
問
号
H笠
・
1ま
や
j
f凶
悪
qj

総
長
1
O
a
γ
11
0
0
0
社＇
iく
ill-
<
1
3
1
陣
（

~
 
unffi 
EE
模
地
「
合
経
緯
窓
口
ト
Z'¥

ミさ
~
E;' i院
若
手
話
J
f
訴
訟
j
法

兵
l]
O
a
γ
1

10
0

1
.叶

F
与
Jく
一
~
く
同

（

お
~n!!!EE著

名
地
「
三
－

Z'\=' G
~
《
持
経
Q

；和
盟
主
J
f
ト
士
ミ
ト
－
J
（窪
田

事
Eえ伴
侶
！翠
）
議
長
Eγ
11
0
0
 i社
F
l
同
一
11
同
！試

g
 
1沼
田
巣
地
「
て
－
Z'¥ ＝
＇
障
や
一
一
ロ
ト
も
よ
J8
封
詳
J

fm~
娯

j

謀
長
i

］兵
n~...，，
1
1
0
0
 1.叶
’
兵
-iミー
1
1
 -
1
くi同

~
 
岡
田
栄
誉
主
「
て
－
Z'¥ =--
fま
や
l'
（同
）
一
一
雲
左
京
将号
制
緩
な
相
芸
製
J

f包
探
qj
総
長
11H
く
Eγ
11
0
0
1
！迂－＇
§
1
 I
 -
-1(
111
陣（

~
 
Y
a
s
u
h
i
k
o
 T
o
m
i
d
a
，・
L
o
c
k
e
,
B
e
r
k
e
l
e
y
,
 a
n
d
 the 
L
o
g
i
c
 o
f
 

Idealism', L
o
c
k
e
 Studies, 2

 (2002), pp. 225-238. 

ロ
Yasuhiko

T
o
m
i
d
a，‘
Locke, Berkeley, a

n
d
 the Logic ofldealism 

II', 
Locke Studies, 3

 (2
0
0
3
)
,
 pp. 63-91. 

話
unmEE
巣
地
r
Z'¥ c--＂

＂
入
土
日
制
~
§
l

l露
J
ド
一
一
割
£
う
さ
キ

je
汚
！さを

お
争＜
J
r都
銀
j
総
与
J
同
alt''
1
 100
1
1

1叶
’

-1(-lく
ー
＜

111~

~
 
Yasuhiko T

o
m
i
d
a，‘
Sensation and Conceptual G

r
a
s
p
 in 
Locke', 

L
o
c
k
e
 Studies, 4

 (2
0
0
4
)
,
 pp
.
 59-87. 

5号
Y
a
s
u
h
i
k
o
T
o
m
i
d
a
,
 '"Separation" o

f
 Ideas Reconsidered: A

 

R
e
s
p
o
n
s
e
 to Jonathan W

a
l
m
s
l
e
y
',
 Lo
c
k
e
 Studies, 5

 (2
0
0
5
)
,
 

pp. 39-56. 

~
 
Yasuhiko T

o
m
i
d
a，・
L
o
c
k
e's
Representationalism without Veil', 

British Journal.for the History<?! Philosophy, 1
3
 (
2
0
0
5)
,
 pp. 

675-696. 

常
unsEE巣

地
「

i出
＊
左
京
，同
様
・
事
選
~
岩

.
ギ

-41-1~~詔
一
一
口
一

1ト
モ

8:ti-4何事
5許！
律梨、
J
r［
［
［
掲
ギ
4く
が
ム
J
ぺ－
ti-λ
・.¥.J.lrヤ
バ
＝
－
＇
Iト
ヤ

密
記
長
与
J
，
＼
弘
一
社
器
j
捺
lll
uγ
1
!
0
0
-
l
（
社
〆
〈
同
－

~-s:
陣（

合
Yasuhiko

Tomida, T
h
e
 Lockian Materialist Basis o

f
 Berkeley

’S
 

Immaterialism', L
o
c
k
e
 Studies, 1

0
 (2
0
1
0), 
pp. 179-197. 

写
Yasuhiko T

o
m
i
d
a，・
Ideas
without Causality: O

n
e
 M
o
r
e
 L
o
c
k
e
 

in 
Berkeley', L

o
c
k
e
 Studies, 11 

(2
0
1
1
)
,
 pp. 139-154. 

弓
Y
a
s
u
h
i
k
o
 T
o
m
i
d
a
,
 'E
x
p
e
r
i
e
n
t
i
a
l
 
O
b
j
e
c
t
s
 a
n
d
 T
h
i
n
g
s
 

T
h
e
m
s
e
l
v
e
s
:
 
L
o
c
k
e
 s
 Na
t
u
r
a
l
i
s
t
i
c
,
 
H
o
l
i
s
t
i
c
 
L
o
g
i
c
,
 

Reconsidered', Locke Studies, 1
4
 (2
0
1
4
),
 pp. 85-102. 

ミ3
tiil吉
田
栄
担
金
f担
当
（
主
主
誌
記
録
緩
心
部
差
点
，
：弔総
J
r－
＜
窓
枠
記
緩
j
議長

11 
1
 Eγ
11
0
1
同
社
’
平
岡
一
〈
同
1砥

ミ3
~nm EE様

髄
r
-
R
λ
ム
8
喜
型
書
留
経
ミs'~劉

冷
静塁

8*-=1－
－
＜
~
絡
部
制
藍
－

-
r~
友
商
岩
手
話
雰

j
な
部
長
側

~認
窓
訴
事誕
・
震
情

J
ffE毛
駁
j

法
1
l
 OO

u~""’ 
i
l
O
I
民
社＇
→く
く
－
兵
111
回

ミ5
純
白
巣
地
「
-R
，＇＼ム
Q
「
！
；
謡
窓
や
」
溺
ム
J
[g} tr(緩
j
rsq
駁
j

総
1
J
O
＜
か
’
l
 10
1
 イく社’
！
 ！
斗
〕
－
l
 lll兵

t~

沼
uam
自
訴
さ
告
さ
「
ロ
ト
h
心

nnn吋
~
も
ト

1ト・
1ト
中
や

Jr
 
-<fil£
除
禅
緩
j



第
二
二
号
、

二
O
二
ハ
年
、

四一ニ
i
四
七
頁

186 

w 

論
文

（
共
著
）

1 

〈。
ω
F
F。、『
ω一ハmwコ
ormwm5a
ペ
ω
M
C
E
r
o
4
0ヨ
Emy
，「
ooFn0．ω
Z
m
w
E
S一一∞ヨ

2 

同
2
0
コω
E
2
0弁
明
円
。
ョ

5
0
〈
芯
名
目
u

。
一
三
。
町
内
O

ロ円。ョ℃
0
5
ミ

玄－
0
3【
u
y
〕昌一の∞二ロペ
g
z
z－r
o
J「。ョ一念（怠・）
ψ
h
。込町
h
H

ミ九円。ミ・．
A

河
内
、
。
ミ
ミ
．
5
h川～旬、
’
？
浮
き
え
ち
の
河
内
何
命
令
号
、
v
N
q
o
uー
し
さ
も
匂
（
穴
叱

0
8
一

5

0門
O
C
D

－5
5円
F
N
C
Cゆ
）ゆ

3
・
N
？
ω
伊
豆
ω
c
z
r
。U
E
a
p
h
o
n
R

匂

2
・？とぬ｝
J
h
S
H
F－
司
、
。
さ
わ
ミ
ミ
ミ
・む
と
と
九
台
、
。

E
H
O＼
芯
き
て

（ヱニ仏
g
y
E5
w
N
C円一の一
f
n
s
a
Zめ
を
〈
2
f
一。。。
a

o
一ヨ
P
N
C
H
N
U
Nロハ】

a
y
B
i
m
o色
白
色
g
z
a
a
w
N
0
5）
ψ

何者・

HCCI
N
C
C・

木
村
由
伎
／
富
田
恭
彦
「
「
わ
た
し
」
論
・
試
論

l
iブ
！
パ

l

的
視
点
の
、
発
達
心
理
学
か
ら
の
展
開
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
イ

エ
ン
ス
学
会
編
）
第
六
号
、
一
年
、
二
七
l
四
三
頁

二
O

V

そ
の
他

｛
対
談
｝W
 

ク
ワ
イ
ン
／
富
田
恭
彦
「
あ
る
経
験
論
的
自
然
主
義
者

の
軌
跡
｜
｜
ク
ワ
イ
ン
と
の
対
話
」
「
思
想
』
第
八
二
五
号
、

一
九
九
三
年
、
四
j
一ニ
O
頁

｛翻
訳
｝ユ
ル
ゲ
ン
・
ミ
ッ
テ
ル
シ
ュ
ト
ラ
i
ス
「
哲
学
か
科
学
論
か
」
「
思

相
ぷ
第
六
六
七
号
、
一
九
八
O
年
、
二
四
四
i
二
六
二
百
（
（
単
訳
）

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ロ
ム
バ
ッ
ハ
「
折
口
学
の
現
在
」
竹
市
明
弘
編

『折口

V 

1 1 2 

岩
波
書
店
、

…
九
八
四
年
、

3 

学
の
変
貌

l
i現
代
ド
イ
ツ
哲
学
」

一
一二三
1
一
六
二
頁
（
共
訳
）

リ
チ
ャ
l
ド
・
ロ
！
テ
ィ
「
認
識
論
的
行
動
主
義
と
分
析
哲
学
の

脱
超
越
論
化
」
竹
市
明
弘
編
「
分
析
哲
学
の
根
本
問
題
』
晃
洋
書

房
、
一
九
八
五
年
、
三
六
0
1四
O
一
頁
（
共
訳
）

リ
チ
ャ
l
ド

・
ロ
l
テ
ィ
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
つ
い
て
｜
｜
ハ

i

パ
！
マ
ス
と
リ
オ
タ
l
ル
」
『
思
想
』
第
七
四
四
号
、

一
九
八
六
年
、

一
二
六
1
一
四
三
頁
（
単
訳
）

リ
チ
ャ
i
ド
・
ロ
i
テ
ィ
「
連
帯
と
自
由
の
哲
学
｜
｜
二
元
論
の

幻
想
を
越
え
て
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
（
単
訳
）

ミ
i
ラ
・
ヴ
ィ
ス
ワ
ナ
サ
ン
「
勺
い
き
」
の
構
造
」
の
構
造
」
『理

想
』
第
六
四
三
号
、
一
九
八
九
年
、
二
コ
一

1
一
二
七
百
（
（
単
訳
）

リ
ュ
！
デ
ィ
ガ
l
・
ブ
i
プ
ナ
l

「
カ
ン
ト
・
超
越
論
的
論
証

・

演
織
の
問
題
」
竹
市
明
弘
編
「
超
越
論
哲
学
と
分
析
哲
学

i
iド

イ
ツ
哲
学
と
英
米
哲
学
の
対
決
と
対
話
」
産
業
図
書
、

一
九
九
二

年、

三
i
二
一一貝

（共
訳
）

リ
チ
ャ
l
ド
・
ロ
！
テ
ィ
「
超
越
論
的
論
証
・
自
己
関
係
・
プ
ラ

グ
マ
テ
イ
ズ
ム
」
竹
市
明
弘
編

吋超
越
論
哲
学
と
分
析
哲
学
｜
｜

ド
イ
ツ
哲
学
と
英
米
哲
学
の
対
決
と
対
話
』
産
業
図
書
、

一
九
九
二
年
、
二
三
j
六
七
頁
（
共
訳）

デ
ィ
！
タ
1
．
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
「
挑
戦
者
か
競
争
者
か
｜
｜
超
越
論

的
戦
略
に
関
す
る
ロ

l
テ
ィ
の
報
告
に
つ
い
て
」
竹
市
明
弘
編
「超

越
論
哲
学
と
分
析
哲
学
｜
｜
ド
イ
ツ
哲
学
と
英
米
官
学
の
対
決
と

対
話
」
産
業
図
書
、
一
九
九
二
年
、
六
九
1
八
O
頁
（
共
訳
）

w．
V
．
ク
ワ
イ
ン
「
「
二
つ
の
ド
グ
マ
」
を
問
顧
し
て
」吋
忠
惣
」

4 5 6 7 8 9 10 



187 

第
八
六
一
号
、
一
九
九
六
年
、

一
二
四

1
一
三
六
頁
（
単
訳
）

w．
V
．
ク
ワ
イ
ン
「
観
察
文
を
た
た
え
て
」
百
一
公
怨
』
第

八
六
一
号
、
一
九
九
六
年
、

二
ニ
七
1
一
四
七
頁
（
単
訳
）

ジ
ョ
ン

・
R
－
サ
！
ル

「志
向
性
l
！
心
の
哲
学
」
誠
係
書
房
、

一
九
九
七
年
（
北
ハ
訳
）

リ
チ
ャ

l
ド
・
ロ

l
テ
ィ
「
予
測
不
能
の
ア
メ
リ
カ
術
的
」

『
ラ

チ
オ
」
（
講
談
社
）
第
一
号
、
二

O
O六
年
、

二
ハ
ニ
ー
一
七
七

頁
（
単
訳）

ノ
ウ
ア
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
「
単
純
な
真
迎
・
難
し
い
問
題
｜
｜
B

テ
ロ
と
正
義
と
自
衛
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
考
え
見
ラ
チ
オ
」（
講

談
社
）
第
二
号
、
二

O
O六
年
、
八
i
四
四
頁
（
単
訳
）

リ
チ
ャ
！
ド
・
口

i
テ
ィ

「文
化
政
治
と
し
て
の
官
学
」
岩
波
書

店
、
二
O
一
一
年
（
共
訳
）

リ
チ
ャ
！
ド
・
ロ
l
テ
ィ
「
科
学
と
し
て
の
哲
学
・
メ
タ
フ
ァ
！

と
し
て
の
哲
学
・
政
治
と
し
て
の
哲
学
」
「思
想
」
第

一一

O
六
号、

二
O
一
六
年
、
五
一

1
八

一
頁
（
単
訳
）

｛事
典
項
目
執
築
｝

蹟
松
渉
・

一千
安
笠
邦
・

三
烏
慾
一

・
宮
本
久
雄

・
佐
々
木
カ

・
野

家
啓
一
・
末
木
文
美
士
編

一岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
」
岩
波
書
店、

一
九
九
八
年
（
「
吋
人
間
知
性
論
ど
、
「
観
念
」
、
「
ク
ワ
イ
ン
」
、
「
タ

ブ
ラ
・
ラ
サ
」
な
ど
の
項
目
執
筆
と
と
も
に
、
「
編
集
協
力
者
」

を
務
め
る
）

大
津
真
幸

・
士
口
見
俊
哉
・
鷲
田
清
一

一編「
現
代
社
会
学
事
典
』
弘

文
堂
、

二
O
二
…
年
（
「
ロ
l
テ
イ
」
担
当）

11 12 13 14 15 16 2 




